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北西域 揚水計画

試験揚水、揚水井設計

H23.3.18
第１4回 環境専門委員会

資料７
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敷地境界

敷地内 敷地外水処理プラント

地下水の流動

バリア井戸

地下水位

バリア井戸とは
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地下水位

揚水井を連続的に配置



地下水揚水井・バリア井戸の設置計画
（イメージ）

地下水揚水井
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ボーリング資料、既往文献
＊水理地質構造解析

地下水位観測
＊地下水位変動解析

気象・海洋データ
＊潮汐データの収集整理

降水量統計解析
＊可能蒸発散量の推定

解析範囲・期間の決定

水理地質構造モデルの作成 境界条件の検討 涵養条件の検討

タンクモデル

現況再現

水理地質モデルは妥当か
No

予測解析

Yes

対策の評価

既存資料収集・整理と解析

モデルの構築

地下水シミュレーション

地下水シミュレーションフロー
地下水シミュレーションフロー

地下水シミュレーション フロー

地質 気象・降水量地下水

基底流出

飽和帯

不飽和帯

河川流出

地下水涵養

直接流出

降水

蒸発散

地下水位

有効間隙率
（ne）

地下水流去



第２難透水層下面コンター
第２難透水層下面コンター

第１帯水層～第２難透水層への遷移層下面コンター

第１帯水層下面コンター
第１難透水層下面コンター

埋土層下面コンター

地質・水理地質情報の入力



7

モデル鳥瞰図 および
パネルダイアグラム



各観測井の水位変化状況



降水量と各観測井の水位変化状況



透水係数の算定について
揚水試験ならびに土質試験により推定

揚水試験状況（400㎥/day揚水状況)



50ton/day
100ton/day

150ton/day

200ton/day

300ton/day

揚水開始 揚水停止

揚水‐b‐7(1)井戸における予備揚水試験（9/29 11:00～）

(50㌧/day、 100㌧/day、 150㌧/day、 200㌧/day 、300㌧/day)

300トン/日揚水にて水位低下量：3m程度

一定の透水性を有する帯水層



第1帯水層の透水係数算定結果一覧
調査地点 ヤコブの直線

解析法

回復法（ｓ-
log(t/t’)

プロットによ
る直線勾配法

チームの式に
よる解析法

s-log（ｒ）
プロットによ
る直線勾配法

クレーガーに
よる算定法

b-7 地点 5.7×10-2 1.8×10-1 1.1×10-1 5.3×10-1 ―

c-10 地点 ― ― ― ― 8.68×10-2

単位：cm/sec

透水係数としては、b-7地点においては揚水試験解析の
結果、5.7×10-2 ～5.3×10-1 cm/secの値が算定された。

c-10地点においては粒度試験（D20）による透水係
数の算定（クレーガー法）の結果、8.7×10-2

cm/secの値が算定された。
⇒ 透水係数：1×10-1 cm/sec前後
⇒シミュレーションに反映させる



透水係数（logk）分布（第1 帯水層）

透水係数によって
3つのエリアに区分



Case 3‐3 透水係数（水平方向）
（ｃｍ/sec)

透水係数（鉛直方向）
（ｃｍ/sec)

Zone1 2.38 ×10‐1 2.38 ×10‐2

Zone2 1.19 ×10‐1 1.19 ×10‐2

Zone3 2.38 ×10‐2 2.38 ×10‐3



短期解析（毎時間地下水位）結果



長期解析（日平均地下水位）結果

ｃ-10地点Ｃ-3地点

Ｂ-11地点 Ｄ-2地点



掘削地点 地質状況

17

ｂ－7地点

浅部にシルト層が存在する。
帯水層の層厚は薄い。

c－10地点

浅部のシルト層が存在しない。
帯水層が厚く分布する。

b‐7 地点



敷地北西部 地質状況
地下水揚水井・バリア井戸の設置

南

たい
帯水層が厚いエリアでは
揚水井の本数を増やす



Ｃase Ａ揚水井戸設定（案）
50 ㎥ ～100 ㎥ /day×13地点

100㎥ /day（仮）

50 ㎥ /day
（仮）



ＣaseＢ揚水井戸設定（案）
50 ㎥ ～80 ㎥ /day×15地点

80 ㎥ /day
（仮）

50 ㎥ /day
（仮）

地下水位や水質のモニタリングを実施しつつ、各地点の揚水量の適正化を行う。



揚水井の掘削

ポンプの設置

バルブ、水量計、栓ライナー管

水処理設備へ

ポンプ案：自給式プラスチックポンプ
おおよそ250㎥/日まで揚水可能
吐出口径：40㎜


